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本日の内容

1. 東アジアと日本の土器文化
(1)研究の歴史: 日本列島における最古の土器の追求
(2)更新世末〜完新世初頭の気候環境変動
(3)東・北東アジアにおける土器の出現 世界最古の土器出現
(4)日本列島における縄文化 縄文文化の範囲

2. 晩氷期の環境変動と人々の適応: 縄文時代草創期 16,500〜11,500年前
(1) 溯源期 16,500〜15,500年前 氷期末期(LGM-Cold2) 寒冷
(2)🔴隆起線文土器期 15,500〜13,000年前 晩氷期前半(ベーリング・アレレード) 温暖
(3)🔴爪形文・押圧縄文・多縄文期 13,000〜11,500年前 晩氷期後半(ヤンガー・ドリアス) 寒冷

3. 本格的な縄文文化の成立: 🔴縄文早期の文化と生活 温暖・湿潤
文化要素の出現と変化: 貝塚、丸木舟、土偶、石器、住居跡、集落
縄文早期の生活: 狩猟、漁撈、採集、居住、道具(土器、石器)、交換・交易、精神生活

🔴: 日向洞窟遺跡の存続時期



東アジアと日本の土器文化: 研究の歴史: 日本列島における最古の土器の追求

(1) 本ノ木論争が発端
新潟県本ノ木遺跡の発掘成果の解釈をめぐる論争

1956年 芹沢長介発掘 大量の石槍(+押圧縄文土器)→非共伴 →旧石器時代終末と理解
1957年 山内清男発掘 大量の石槍(+押圧縄文土器)→共伴 →無土器新石器時代と理解

→その後論争が継続 →芹沢説
→現在では、非共伴(本ノ木遺跡の再調査[斜面崩落])→ 石槍は旧石器時代末、押圧縄文土器は草創期後半

(2) 草創期の提唱
山内清男・佐藤達夫 1962 「縄紋土器の古さ」『科学読売』12・13
山内清男・佐藤達夫 1964 「日本先史時代概説」『日本原始美術体系1』講談社
山内清男 1969 「縄紋草創期の諸問題」『Museum』224→縄文時代の6期区分の確立(草創・早・前・中・後・晩)

→山形県日向洞窟遺跡出土の隆起線文・押圧縄紋・多縄紋
→山内の草創期: 押型文以前=撚糸文以前 BC2,500が上限

vs.小林達雄の草創期(1962年): 押圧縄紋以前=撚糸文から早期→現在有力

(3) 青森県大平山元1遺跡の発掘調査
1976年最初の発掘→神子柴系石器群+無文土器、石鏃→最古の縄文時代
1998年14C年代測定→15,500〜16,500calBP →氷期の「縄文土器」

(4) オシポフカ文化の土器
山内・佐藤説により、縄文文化の「北回り」起源説が盛ん
→アムール下流域の最古のオシポフカ文化の土器・石器が起源候補→東・東北アジアの土器文化との比較研究
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更新世末〜完新世の気候環境変動(晩氷期15,000-11,700年前)

ヨーロッパにおける晩氷期の
気候変動
小温暖期2回+小寒冷期3回
更新世/完新世の境界

=11,700年前

中国における晩氷期の気候変動
温暖期前半→寒冷期後半
日本列島も同じ

日本列島における気候変動

LGM-Cold2

LG-Warm

LG-Cold

更新世/完新世の境
寒

寒

寒
寒

暖

暖

暖

暖



更新世/完新世の植生変動
長野県野尻湖底ボーリングコア
完新世の温暖性がよくわかる

完新世の開始

草創期

MIS1 MIS2 MIS3

(公文・工藤2016)



晩氷期から完新世へ

更新世/完新世移行 1.17万年前=縄文時代早期の開始

更新世: 寒冷・乾燥した大陸性気候 短周期変動 不安
定

氷期 針葉樹中心の疎林・草原
大中型草食獣狩猟中心 without漁撈・採集
広域遊動 竪穴住居なし 礫群
狩猟具中心 槍、ダーツ

↓
草創期=5000年間の助走期間

↓
完新世: 温暖・湿潤な海洋性気候 安定

*世界各地で農耕・牧畜開始
間氷期 温帯森林
中小型森林棲獣狩猟 + 堅果類採集 水産資源漁労
定着的生活 集落、貝塚、墓、弓矢、加工具、漁労具

森林性新石器文化

(工藤2024)



東・北東アジアにおける出現期
土器出土遺跡の分布

1,Ust’-Karenga VII; 2,Krasnaya Gorka;3,Ust’-Kyakhta 3; 
4,Studenoe 1; 5,Ust’-Menza 1; 6,Gromatukha; 7,Sergeevka; 
8,Novopetrovka 2; 9,Novopetrovka 3; 10,Novopetrovka 4; 
11,Yamikhta;12,Khummi; 13,Gasha; 14,Goncharka 1; 
15,Oshinovaya-rechka 10; 16,Oshinovaya-rechka 16; 
17,Novotroitskoe 10; 18,Houtaomuga; 19,Zhuannian;
20,Yujiagou; 21,Donghulin; 22,Nanzhuangtou; 23,Lingjin; 
24,Shenxiadong; 25,Xianrendong; 26,Yuchanyan; 
27,Zengpiyan; 28,Miaoyan; 29,Liyuzui; 30,Baozitou; 
31 Gosanri; 32,Taisho 3; 33,Odai-yamamoto I; 34,Akahira I;
35,Takihata; 36,Kushibiki; 37,Kiwada; 38,Unoki-minami; 
39,Jin; 40,Kubodera-minami; 41,Saishikada-nakajima; 
42,Tako-minamihara; 43,Yakushiji-inaridai; 44,Nozawa; 
45,Gotenyama 2N; 46,Shonan-fujisawa campus;47,Manpukuji; 
48,Tsukimino-kamino loc.2; 49,Miyagase-kitahara; 
50,Nakamach loc.BP5a; 51,Seiko-sanso B; 52,Kuzuharazawa IV;
53,Torihama; 54,Aitani-kumahara; 55,Kamikuroiwa; 
56,Obaru D; 57,Senpukuji; 58,Fukui cave; 59,Kawayo; 
60,Takahata-otonohara; 61,Tsukabaru C;
62,Kiyotake-kamiinoharu loc.2; 63,Kiyotake-kamiinoharu 5; 
64,Kenshojo; 65,Shikazegashira; 66,Higashi-kurotsuchida; 
67,Kiriki-mimitori; 68,Okunonita; 69,Sankakuyama I; 
70,Onigano.

バイカル湖
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南中国
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日本列島

(Sato & Natsuki2017)



東・北東アジアにおける
出現期土器の編年と
気候環境の関係 LGM Cold-2

early

LGM Cold-2
late

LG-Warm

LG-Cold

1.LGM Cold-2前半(寒冷期): 22ka〜
東・南中国 年代幅大
→地考古学による遺跡形成過程要検討

2.LGM Cold-2後半(向温暖期): 16.5ka〜
日本列島本州以南 以降連続的

3.LG-Warm(温暖期): 14.8ka〜
北海道、沿バイカル、アムール流域
Transbaikal, Gromatukha, 
Novopetrovka→Oshipovka

4.LG-Cold(寒冷期): 13-11.7ka
中国北部・東北部、日本、Oshipovka

各地で出現した土器は、以降ほぼ継続



LGM-Cold2 early LGM-Cold2 late

LG Warm

LG Cold

東・北東アジアの土器出現の
タイミング

1 東・南中国 LGM-Cold2 前半
(寒冷期) 22,000BP〜

2 日本列島 LGM-Cold2 後半
(向温暖期) 16,500BP〜

3 沿バイカル・アムール流域
・北海道 晩氷期前半 LG Warm
(温暖期)14,800BP〜

4 中国北部・北東部 晩氷期後半
LG Cold (寒冷期) 
13,000〜11,700BP(Sato & Natsuki2017)



仙人洞遺跡(東中国) 世界最古の土器, 23-20,000年前 (佐藤撮影)



グロマトゥーハ(アムール下流)

ウスチノフカ1(沿海州)

チェルニゴフカ5(アムール中流)



クラスノヤ・ゴルカ(バイカル湖) ウスチ・
ウリマ
(アムール
中流)

ゴンチャルカ(アムール下流)

(佐藤撮影)



日本列島における縄文化

縄文時代草創期の開始: 16,500年前の青森県大平山元1遺跡
晩氷期(15,000〜11,700年前)直前 北海道には本格的な草創期はない→大正3遺跡と石器を除く

草創期の時期区分
(1) 溯源期 16,500〜15,500年前 LGM-Cold2 向温暖期だが寒冷基調

cf.神子柴系石器群→本ノ木石器群、細石刃石器群(北部九州)
土器を持つ遺跡は少なく、石器のみ出土する遺跡も多い →遊動的な生活継続 竪穴住居出現

(2) 🔴隆起線文土器期 15,500〜13,000年前 →ここから草創期(=縄文時代)の開始とする考えもある

LG-Warm 小温暖期 古本州島に広く遺跡分布、遺跡数増大 →人口増大

(3) 🔴爪形文・押圧縄文・多縄文土器期 13,000〜11,500年前
LG-Cold(Younger Dryas) 小寒冷期 →人口減少 but各種の遺構(炉穴等) 集落の出現

縄文化に向けた5000年間の「助走」期間
土器出現以降連綿と土器製作が現在まで継続 →土器の出現から縄文時代の開始と考える
文化要素は徐々に出現 →革命的な変化ではない



(1)溯源期 16,500-15,500年前 LGM-Cold2 向温暖期だが寒冷基調
土器を持つ遺跡は少なく、石器のみ出土する遺跡も多い →遊動的な生活継続 竪穴住居出現

青森県大平山元1遺跡 16,500-16,000年前
神子柴石器群

神奈川県相模野No.149遺跡 神奈川県寺尾遺跡

晩氷期の環境変動と人々の適応: 縄文時代草創期



寒温帯針葉樹林
↓

土器の用途:
堅果類のアク
抜きではない

↓
魚油生産?
水産物処理

(工藤編2022)

大平山元1遺跡



長野県神子柴遺跡
16-15ka

土器なし



東京都前田耕地遺跡 15,500年前 無文土器片わずか

本ノ木石器群 住居跡

(東京都埋蔵文化財センター1992)



(工藤編2022)
15,500年前



17号住居跡から出土した動物骨

サケの骨

動物骨(クマ・シカ)

動物骨の大部分はサケの骨(7,283点)
→歯が9割以上を占め、胴体(椎骨)はほとんどない
→作業小屋で胴体と頭部を分ける処理
→利用価値の高い胴体を遺跡外に持ち出した
→その後の縄文時代で観察される行動の走り 居住地での消費or交易

クマとシカの狩猟も行なっていた
(奈良文化財研究所提供)

(山崎他2020)



黒龍江省のサケマスの簗

アイヌの漁撈用カギ・マレク

(佐藤撮影)

(佐藤1992)

頭は腐りやすい

民族誌
にみる
サケマス
漁

北米北西海岸
インディアン

中国東北部・赫哲



(2) 隆起線文土器期 15,500-13,000年前
LG-Warm 小温暖期 古本州島に広く遺跡分布、遺跡数増大 →人口増大

神奈川県月出松遺跡 神奈川県上野遺跡



(3) 爪形文・押圧縄文・多縄文期 13,000-11,500年前

LG-Cold(Younger Dryas) 小寒冷期 →人口減少 but各種の遺構(炉穴等) 集落の出現

群馬県川島谷遺跡
爪形文

岩手県大新町遺跡
爪形文

新潟県室屋遺跡
押圧縄文



新潟県本ノ木遺跡
多縄文



住居跡・集落の出現(草創期)

滋賀県相谷熊原 宮崎県上猪ノ原

宮崎県上猪ノ原
宮崎県王子山



宮崎県猪ノ原遺跡

宮崎県猪ノ原遺跡 住居跡

栃木県野沢遺跡 住居跡

静岡県大鹿窪遺跡

最古の集落の出現

(佐藤編2015)



(工藤編2022)

14,000-13,000年前



(工藤編2022)

14,000-13,500年前



草創期の石器

(佐藤編2015)



草創期本州東部
における
文化要素の変化

徐々に出現・変化

(佐藤編2015)



(工藤編2022)

伝統的学説
突き槍→投げ槍→弓矢

新石器(縄文)
の段階的変化

弓矢の登場=人類史的変化
↓

最近の学説
突き槍→
突き槍+投げ槍+弓矢
=現代的行動
=ホモ・サピエンスの出現



旧石器時代から縄文時代にかけての石器・居住痕跡等の変化

草創期

(佐藤編2015)



佐賀県東名遺跡 早期後葉の低湿地遺跡

貝塚の形成
大陸棚の形成に
より浅海が出現

↓
海洋バイオマス
増大→
海産資源の利用
開始

3. 本格的な縄文文化の成立:
縄文早期の文化と生活

(佐藤編2015)



千葉県市川市雷下遺跡(早期末葉)の丸木舟

丸木舟の出現: 早期が最古

滋賀県相谷熊原遺跡(草創期後半)
石鏃出現

土偶の出現: 草創期後半から



住居跡数および洞窟
・岩陰居住、
遺跡群の時期的変化

遺跡数=人口動態を反映
洞窟・岩陰居住→平地

(佐藤編2015)



縄文時代早期の生活: 11,700〜7,000年前 森林性新石器文化

狩猟: 氷期の疎林・草原から温帯森林へ →槍から弓矢(シカ・イノシシ猟)へ イノシシの管理
漁労: 海面上昇→浅海・干潟の出現 →内水面漁労(草創期)から外水面漁労 沿岸→外洋(前期以降)

多様な漁法 網・ヤス・銛・釣り 丸木舟 貝の管理
採集: 氷期の疎林・草原から温帯森林へ 森林の植物資源利用

堅果類(ドングリ・クリ)採集 豆・ヒョウタン・エゴマ・ウルシ等の栽培
編組製品 水場遺構

居住: 遊動から定着へ 竪穴住居の出現 集落の形成 集石・炉穴・陥し穴
*ただし年間定住はない →弥生以降

土器: 魚油や水産資源の利用→堅果類のアク抜き
*土器の大量利用→縄文の特徴

石器: 石鏃(狩猟具) 石匙・磨石・石皿等(加工具) 磨製石斧(伐採具)
交換・交易: モノ・情報ネットワークの発達 直接採取→間接入手 社会関係の安定化
精神生活: 土偶の出現 墓? 配石

↓
縄文早期が開始されると、縄文文化の基本的要件はすでに出現! ←四季の出現
早期後半にはほぼ縄文文化が確立する
縄文文化の範囲=列島にほぼ限定



ご静聴ありがとう
ございました!

氷河時代(最寒冷期)と
縄文時代(完新世)の植生

(辻2002)


